
 

 

 

2024年11月8日 
各 位 

SBI損害保険株式会社 
 

がん治療費・がん保険に関する調査を実施 
～医師110名のうち80%が「実額補償タイプのがん保険」を推奨～ 

 
SBI損害保険株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：小野尚、以下「SBI損保」）は、医師の意

見を商品・サービスに生かすため、がん治療やそれを支えるがん保険について、がん治療に携わる一般
外科医110名に対してアンケート調査を実施いたしました。SBI損保はこれまで、2017年、2021年に同内
容の調査を実施してきましたが、引き続き「患者さまの経済的な備え」ががん治療の可能性を広げる重
要な要素である中、「公的医療保険の対象外となる治療費まで実額で補償する保険への加入」が「経済的
な備え」として多くの医師に有効だと考えられていることがうかがえる結果となりました。 
 
【調査結果のサマリー】 
 患者さまの経済的事情に鑑み、がんの治療計画を見直した経験がある医師は83.6% 
 患者さまが自由診療をカバーする保険に加入していた場合、最善の治療を行うことができると考える

医師は80% 
 「定額保障タイプのがん保険」より「実額補償タイプのがん保険」が望ましいと考える医師は80.9% 

 
 
1. 患者さまの経済的事情に鑑み、がんの治療計画を見直した経験がある医師は83.6% 
先進医療や自由診療は公的医療保険の対象外となるため、治療費が高額になってしまうことがありま

す。患者さまの経済的負担を考慮して、治療法を制限したり治療計画の変更・見直しを行ったりした経
験のある医師は、2017年調査時には78.1%、2021年調査時には91.4%、今回の調査では83.6%という結果
となり、がん治療の選択肢と経済的な備えは密接に関連していることがわかりました。 



 

 

 
 
2. 患者さまが自由診療をカバーする保険に加入していた場合、最善の治療を行うことができると考え

る医師は80% 
 自由診療には、国内で正式に承認されていないものの、欧米を中心とする諸外国で有効性を認められ
ているものもあり、こうした治療法に期待を寄せる医師も少なくありません。同様の質問に対して、2017
年調査時には87.6%の医師が、2021年調査時には75.2%の医師が「最善の治療を行うことができる」と回
答しており、治療費が高額化する傾向にある自由診療をカバーする保険に患者さまが加入していた場合、
より多くの選択肢から最適な治療法を選択することができると考えられていることがわかりました。 
 

 



 

 

3. 「定額保障タイプのがん保険」より「実額補償タイプのがん保険」が望ましいと考える医師は80.9% 
現在日本では、入院や通院、手術などに対して一定の保険金が支払われる「定額保障タイプのがん保

険」が主流ですが、かかった費用をかかった分だけ補償する「実額補償タイプのがん保険」のほうが望
ましいと回答した医師は80.9%となりました。2017年には74.3%の医師が、2021年には84.8%の医師が
「実額補償タイプのがん保険」のほうが望ましいと回答しており、引き続き高く評価されていることが
わかりました。 

 

 
 

「SBI損保のがん保険」（※1）は”治療をあきらめない”をコンセプトに開発した実額補償タイプのがん保
険で、入院費用や手術費用だけでなく、抗がん剤治療による通院や退院後の補助医療まで実額で補償し
ます（※2）（※3）。また、公的保険診療だけでなく自由診療や先進医療まで補償するため、お金の心配をせず
に最先端のがん治療に専念いただけます。 
 

SBI損保は今回のアンケート調査をはじめ、さまざまな市場調査や分析、また実際のお客さまの声をも
とに、引き続きお客さまに求められる商品・サービスの提供につとめてまいります。 

 
〘ご参考〙 

上記の調査のほか、「患者さまから保険外診療（自由診療）について相談を受けたことがありますか」
との調査も行いました。近年、がん治療の研究開発はますます進み、特に公的医療保険の対象外となる
先進医療や自由診療の分野で治療の選択肢が広がっています。さらにインターネットの普及により、諸
外国におけるがん治療の研究成果について、患者さまが主体的に調べることが可能になりました。自由
診療について相談されたことがある医師の割合は、2017年調査時には78.1%、2021年調査時には84.8%、
今回の調査では71.8%という結果となり、患者さまにとって自由診療が治療検討時の選択肢の1つとし
て定着していることがうかがえます。 

 



 

 

【調査について】 
・調 査 標 本：エムスリー株式会社が運営するm3.comの会員医師 
・調査対象者：がん治療において、米国のNCI（米国国立がん研究所）やNCCN（全米総合癌センター

ネットワーク）等のがん診療ガイドラインを参考にしたことがあり、100床以上の病院
に勤務する一般外科医110名 

・調 査 内 容：がん治療費、保険外診療（自由診療）及びがん保険に関する調査 
・調 査 手 法：インターネットでのアンケート調査 
・調 査 期 間：2024年10月11日 
・前回調査期間：2021年7月5日 
 
※1 正式名称「がん治療費用総合保険」 
※2 例外となる場合がございます 
※3 通院治療費は保険期間5年ごとに1,000万円限度 

 
以上 

◆SBI損保について 
SBI損保は総合的な保険事業を展開するSBIインシュアランスグループの一員で、「新しい時代に、新しい保

険を」という企業理念のもと、最先端の保険商品と最高水準のお客さまサービスを提供しています。テクノロ
ジーの力で新たな価値を創造し、SBIグループ各社のシナジーでさらなる飛躍に向けチャレンジし続けます。 

 
【 会社概要 】 
商号 SBI損害保険株式会社 
所在地 東京都港区六本木1-6-1 
設立 2006年6月1日 
資本金 110億円 
事業内容 損害保険業 
URL https://www.sbisonpo.co.jp/ 

 

◆SBIインシュアランスグループについて 
SBIインシュアランスグループは、日本のインターネット金融のパイオニアであるSBIグループの保険事業

を担う企業グループです。保険持株会社であるSBIインシュアランスグループ株式会社（東証グロース市場上
場）のもと、SBI損保を含む事業会社 8社が一体となって総合的な保険事業を展開しています。 
「顧客中心主義」の徹底という基本方針のもと、保険分野におけるさまざまな付加価値を創造し、さらなる

顧客基盤の拡大を続けることで企業価値の向上に努めます。 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
SBI損害保険株式会社 広報・サステナビリティ推進室 

TEL：03-6850-7856 
E-mail：sbisonpo_pr@sbisonpo.co.jp 

https://www.sbisonpo.co.jp/

